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  （脾摘はラット圧負荷モデルにおける心房の炎症性繊維化及び心房細動受攻性の亢進を増悪させ

る：脾臓由来 IL-10 の可能性）                                           

                                               

 

要     旨 

背景: 脾臓は心筋梗塞による心臓リモデリングにおいて重要な役割を担っていることがわかっている。

しかしながら圧負荷による心房の炎症・線維化における役割は不明である。 

目的: 脾臓摘出が圧負荷誘発性の炎症・線維化を増悪させると仮説をたて検証を行った。 

方法: 6 週齢の雄 SD ラットを Sham+Sham 群、Sham+SPX、腹部大動脈縮窄術 (AAC)+Sham 群、 

AAC+SPX 群に分け 2、4、14、28 日目に心房の炎症・線維化、心房細動誘発率等を評価した。 

結果: 4 日目の時点で AAC によって脾臓、血中、左房組織における IL-10 レベルは上昇し、血中及び左

房組織の IL-10 レベルは脾摘によって低下した。さらに圧負荷による左房への M2 マクロファージの誘

導も脾摘によって抑制された。28 日目には、圧負荷によって誘発された左房間質の線維化は脾摘により

増悪した。心臓電気生理検査では、圧負荷誘発性の心房間伝導時間延長及び心房細動持続時間が脾摘に

より増悪した。また、圧負荷による左房への総マクロファージ浸潤数は 2 日目の時点では脾摘で抑制さ 
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れる傾向にあったが 4 日目から 14 日目の間に逆転し、28 日目には有意に増加していた。IL-10 の全身

投与は脾摘によって増悪した圧負荷誘発性炎症・線維化を有意に抑制した。 

結論: 脾摘は 28 日後の時点で圧負荷誘発性の炎症・線維化、心房細動受攻性亢進を増悪させることが

示唆された。これは脾臓由来 IL-10 の枯渇が原因と考えられた。                                              
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